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西
の
京
病
院
は
、
奈
良
県
内
の

透
析
患
者
総
数
の
11
％
を
超
え
る
３

６
０
名
を
受
け
入
れ
、
地
域
の
透
析

医
療
を
担
っ
て
い
る
。

近
年
は
糖
尿
病
透
析
患
者
の
増

加
に
と
も
な
う
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞

や
足
の
血
管
が
閉
塞
し
て
切
断
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
重
症
下
肢
虚
血
を

か
か
え
る
患
者
も
多
い
。

透
析
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
吉

岡
伸
夫
副
院
長
は
「
看
護
師
に
よ
る

十
分
な
観
察
と
ケ
ア
、
臨
床
工
学
技

士
に
よ
る
検
査
、
専
門
医
に
よ
る
薬

物
療
法
や
Ｌ
Ｄ
Ｌ
吸
着
療
法
、
さ
ら

に
は
冠
動
脈
と
下
肢
動
脈
へ
の
血
管

内
治
療
も
盛
ん
に
行
い
、
２
０
１
２

年
12
月
以
降
、
と
く
に
足
の
切
断
例

は
わ
ず
か
数
名
に
と
ど
め
て
い
ま

す
」
と
語
る
。

同
院
は
術
後
の
Ｃ
Ｈ
Ｄ
Ｆ（
持
続

的
血
液
透
析
ろ
過
）
や
急
性
血
液
浄

化
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
対
応
し
、
地
域
医

療
に
貢
献
す
る
奈
良
県
の
「
透
析
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
重
要
な
役
割
も
担

う
。ま

た
、
透
析
合
併
症
の
進
展
予

防
に
力
を
発
揮
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｈ

Ｄ
Ｆ
も
積
極
的
に
導
入
し
、
良
好
な

成
績
を
得
て
い
る
。
最
近
で
は
、
潰

瘍
性
大
腸
炎
の
有
力
な
治
療
法
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
白
血
球
除
去
療

法
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
お
り
、

直
ち
に
実
施
で
き
る
施
設
と
し
て
多

く
の
紹
介
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
腹
膜
透
析
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
）

セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
対
象
者
を
従

来
の
社
会
復
帰
目
的
の
患
者
の
み
な

ら
ず
、
ご
高
齢
の
在
宅
患
者
に
目
を

向
け
た
ア
シ
ス
テ
ッ
ド
Ｐ
Ｄ
の
取
り

組
み
も
始
め
て
い
る
。

「
全
身
状
態
の
改
善
や
、
生
活
指
導

を
含
め
た
治
療
を
提
供
す
る
こ
と
で

患
者
の
安
心
感
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
」
と
吉
岡
副
院
長
は
語
る
。
全
身

の
状
態
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
つ
つ
人

工
透
析
を
行
っ
て
い
る
一
方
で
、
同

セ
ン
タ
ー
は
在
宅
が
困
難
で
長
期
療

養
の
必
要
な
要
介
護
患
者
の
受
け
入

れ
先
に
も
な
っ
て
い
る
。

「
こ
の
よ
う
に
当
院
は
先
進
性
を
担

保
し
な
が
ら
、
長
期
療
養
か
ら
在
宅

ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
透
析
医
療
を
実
践
し
て
い
ま

す
」（
吉
岡
副
院
長
）
血
液
透
析
お

よ
び
腹
膜
透
析
の
専
門
の
資
格
を
取

得
し
た
看
護
師
や
技
士
の
技
術
力
は

高
く
、
緊
急
処
置
か
ら
日
常
的
な
ケ

ア
に
至
る
ま
で
き
め
細
や
か
な
対
応

を
行
う
。
さ
ら
に
管
理
栄
養
士
か
ら

の
丁
寧
な
栄
養
指
導
と
い
っ
た
多
方

面
か
ら
の
高
い
水
準
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
。
ま
た
、
医
師
・
看
護
師
・
臨

床
工
学
技
士
な
ど
の
学
術
的
関
心
も

高
く
学
会
へ
の
参
加
や
発
表
、
講
演

活
動
に
も
積
極
的
だ
。

こ
う
し
た
病
院
全
体
の
質
の
高

い
医
療
へ
の
取
り
組
み
に
吉
岡
副
院

長
は
、「
人
工
透
析
は
医
療
で
あ
る

と
と
も
に
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
生
活

の
一
部
で
も
あ
る
と
い
う
考
え
で
、

美
味
し
い
食
事
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
齢
、
性
別
、
住
ま
い

な
ど
に
も
考
慮
し
た
在
宅
支
援
の
た

め
に
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
な
ど
、

ア
メ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
は
か
る
こ
と

で
も
高
い
患
者
満
足
度
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
。
透
析
医
療
の
地
域
に
お

け
る
最
後
の
砦
と
し
て
努
力
し
て
お

り
、
住
民
の
方
や
他
の
医
療
機
関
か

ら
も
高
い
信
頼
を
得
て
い
ま
す
」
と

語
る
。

近
年
、
透
析
患
者
が
年
々
増
加

す
る
中
、
同
院
は
今
後
も
地
域
の
透

析
医
療
の
担
い
手
と
し
て
重
要
な
責

務
を
は
た
し
て
い
く
。

迅
速
な
治
療
と
高
度
な
技
術
で

地
域
に
根
付
い
た
透
析
医
療
を
実
施

西
の
京
病
院

医
療
法
人 
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■病院長／櫻井 隆久

 

医療法人 康仁会
西の京病院

よしおか・のぶお／1984年奈良県
立医科大学卒業。国立福井病院、奈
良立三室病院、星ヶ丘厚生年金病院、
奈良県立医科大学公衆衛生学助手、
町立大淀病院などを経て、１９９８年
西の京病院に入職し内科医長、透析
室長。2004年メディカルプラザ薬師
西の京施設長及び透析センター長就
任。医学博士。日本透析医学会認定透
析専門医。奈良県医師会透析部会常
任理事。

西の京病院副院長
透析センター長

吉岡 伸夫

将
来
を
見
据
え
た

人
工
透
析
治
療

あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

質
の
高
い
透
析
を
提
供

奈
良
市
西
部
の
西
ノ
京
地
区
に
位
置
し
、眼
前
に
世
界
文
化
遺
産
の
薬
師
寺
、唐
招
提
寺
を
眺
め
る
こ
と
の
で
き

る
西
の
京
病
院
は
、急
性
期
医
療
か
ら
介
護・在
宅
に
至
る
地
域
密
着
型
総
合
医
療
施
設
で
あ
る
。

一般
急
性
期
病
床
の
み
な
ら
ず
、地
域
包
括
ケ
ア・療
養
病
床・介
護
施
設
を
併
せ
持
ち
、各
科
と
密
接
に
連
携
で
き

る
４
つ
の
透
析
施
設
を
設
置
し
て
い
る
。開
設
以
来
、安
心・信
頼
を
モ
ッ
ト
ー
に
、医
療・介
護・福
祉
シ
ス
テ
ム
を

充
実
さ
せ
て
地
域
の
透
析
医
療
の
中
核
を
担
う
同
院
の
透
析
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
す
る
。

H O S P I T A L  D A T A

地域の透析医療の中核的病院特集 慢性腎臓病治療・透析医療●透析医療で頼れる病院

●各透析センターでは専門の資格を取
得した看護師がきめ細やかな対応を行う。

■診療科目／内科、循環器科、消化器科、
外科、整形外科、脳神経外科、泌尿器科、耳
鼻いんこう科、リハビリテーション科、放射
線科、眼科、麻酔科（榮長登志）、リウマチ
科、血管外科、救急科
■交通／近鉄橿原線「西ノ京」下車、徒歩
10分。タクシーで4分、奈良交通バス停
「西の京病院」下車すぐ。近鉄各線「大和
西大寺」南口より、20分間隔でシャトルバ
ス運行中。

●透析専門医と透析療法指導看護師が腎
臓の慢性的な疾患や透析療法について丁
寧に説明する。

●西の京病院透析センターは血液透析68床、
プラザ透析センターはオンラインHDF一部対
応68床とCAPDセンターを併設している。西
大寺クリニック透析センター25床は全てオンラ
インHDF対応である。


